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教育民生常任委員会 活動状況 

〔報告期間〕令和６年 12 月２日～令和７年２月２日 

日時 活動区分 内   容 頁 

12.２(月) 

14:00～14:18 
検  討 

《委員のみ》 

■12 月定期議会中における委員会並びに分科会日程に 

ついて 

■委員会調査報告書等について 

〔出席者〕田口委員長ほか委員７名 

― 

12.５(木) 

９:30～15:08 

所管事務調査① 

（現地調査） 

《市民生活部、医療局》 

■ごみの排出・再資源化の状況について 

（資源化協同施設、登米市クリーンセンター） 

■登米市民病院の施設内等の状況について 

（登米市民病院） 

〔出席者〕田口委員長ほか委員６名 

 市民生活部 遠藤環境事業所長ほか３名 

 医療局 松本病院事業管理者ほか９名 

４ 

12.12(木) 

14:22～14:43 
所管事務調査② 

《市民生活部》 

■第二次登米市地球温暖化対策地域推進計画の改定に 

ついて 

〔出席者〕田口委員長ほか委員７名 

市民生活部 佐々木部長ほか４名 

― 

１.８(水) 

10:00～10:50 
所管事務調査③ 

《市民生活部》 

■登米市交通安全対策会議条例の概要について 

■登米市暴力団排除条例の概要について 

■登米市物価高騰対策支援給付金事業について 

〔出席者〕田口委員長ほか委員６名 

市民生活部 佐々木部長ほか６名 

― 

１.８(水) 

11:02～11:54 
委員間討議 

《委員のみ》 

■宮城県市議会議長会春季定期総会提案議案について 

■小中学校再編について 

■新図書館整備事業について 

〔出席者〕田口委員長ほか委員６名 

― 
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日時 活動区分 内   容 頁 

１.20(月) 

10:00～15:12 
所管事務調査④ 

《市民生活部、教育部、医療局》 

■医療情報システム更新事業のスケジュールについて 

■市制施行 20 周年記念事業の概要について 

■予防接種事業の概要について 

■水泳授業委託事業について 

■標準学力調査事業について 

■学校再編進捗状況について 

〔出席者〕田口委員長ほか委員７名 

     市民生活部 佐々木部長ほか４名 

教育部 小林部長ほか７名 

医療局 髙橋医療局次長ほか 10 名 

― 
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教育民生常任委員会 活動概要 

【所管事務調査①（現地調査）】 

１．日  時：令和６年 12 月５日（木） 午前９時 30 分～午後３時８分 

 

２．場  所：資源化協同施設、登米市クリーンセンター、登米市民病院 

 

３．事  件：①ごみの排出・再資源化の状況について 

       ②登米市民病院の施設内等の状況について 

 

４．参 加 者：委員長 田口 政信、副委員長 熊谷 康信 

       委 員 鈴木 実、首藤 忠則、佐藤 千賀子、岩淵 正宏、 

八木 しみ子 

 

（市民生活部）環境事業所長 遠藤 貞、 

廃棄物対策課長兼クリーンセンター所長兼衛生センター所長 

佐々木 美和、廃棄物対策課長補佐兼廃棄物対策係長 猪股 博之、 

クリーンセンター技術主幹兼管理係長 半澤 裕一 

 

（医 療 局）病院事業管理者 松本 宏、 

医療局長兼登米市民病院長 髙橋 雄大、 

       医療局次長兼経営管理部長 髙橋 一真、 

       登米市民病院事務局長 高橋 孝規、 

登米市民病院事務局医事課長 石川 雄一、 

登米市民病院事務局管理課長補佐兼用度係長 佐藤 宏明、 

登米市民病院看護部長 髙橋 真美、経営企画課長 菊地 満、 

経営企画課長補佐兼財政係長 小野寺 義和、 

経営管理課長補佐兼管理係長 佐々木 亨 

 

（議会事務局）主査 小野寺 崇 

 

５．概  要：（別紙のとおり） 

 

６．所  見：（別紙のとおり） 
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①ごみの排出・再資源化の状況について（現地調査） 

（概 要） 

 市内のごみの排出、再資源化の状況を確認するため、資源化協同施設及びクリ

ーンセンターについて現地調査したもの。 

 

ごみの排出・再資源化の状況について 
 

１．事業目的 

循環型社会の構築に向けて、４Ｒ運動の推進によりごみ処理の適正化に対す

る市民意識の高揚を図り、ごみの排出量削減と資源リサイクル率の向上に取り

組むもの。 

 
２. クリーンセンターごみ搬入状況               （単位：ｔ） 

年度 

 

区

分 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 
令和６年度 

（10月末） 

増減量 

(前年同月

比) 

可燃ごみ 19,289 19,607 19,993 19,149 11,675 143 

不燃ごみ 
1,525 
1,260 
1,141 854 458 △58 

埋立ごみ 282 244 238 258 117 △14 

粗大ごみ 2,100 1,669 1,621 1,388 552 △339 

計 23,196 22,780 22,993 21,649 12,802 △268 

増減量 

(前年比) 
545 △416 213 △1,344 

― ― 

増減率

(％) 
2.4 △1.8 0.9 △5.8 

― ― 
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３. 資源ごみ出荷状況                    （単位：ｔ） 

年度 

品

目 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 
令和６年度 

(10月末) 

増減量 

(前年同

月比) 

新聞 311 342 299 282 152 △15 

雑誌 204 164 199 145 87 △5 

段ボール 217 216 223 224 137 1 

紙パック 2 2 2 2 1 0 

紙製容器

包装 
7 7 8 8 

4 0 

びん類 466 444 454 422 239 △10 

缶類 157 151 159 153 80 △15 

ペットボ

トル 
145 147 144 159 

99 △3 

布類 52 47 51 46 27 3 

プラスチ

ック系ご

み 

21 27 42 89 65 14 

小型の金

属類 
4 5 4 4 1 △2 

アルミキ

ャップ 
― ― ― 2 0 △1 

乾電池 ― 6 5 9 5 0 

計 1,586 1,558 1,590 1,545 897 △33 

増減量 

(前年比) 
23 △28 32 △45 

  ― ― 

増減率

(％) 
1.5 △1.8 2.1 △2.8 

― ― 

 

４. 市民１人１日当りのごみ排出量 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

生活系ごみ 609ｇ 606ｇ 601ｇ 588ｇ 

県全体 696ｇ 690ｇ 680ｇ ― 

県内順位 2位 2位 3位 ― 

生活系ごみ＋事業系ごみ 880ｇ 875ｇ 899ｇ 863ｇ 

県全体 977ｇ 976ｇ 972ｇ ― 

県内順位 9位 6位 8位 ― 
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５. リサイクル率 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

登米市 20.7% 23.6% 25.2% 25.5% 

県全体 24.2% 24.3% 22.8% ― 

県内順位 18位 14位 5位 ― 

 

６. 資源ごみ回収の経過 

回収品目 回収開始年 関係法令 

ビン類 平成９年４月 容器包装に係る分別収集及び再商品化

の促進に関する法律（平成９年４月一

部施行） 

缶類 

ペットボトル 

紙類（新聞・ダンボール） 

プラスチック製容器 

（ボトル類） 

平成 19 年４月 容器包装に係る分別収集及び再商品化

の促進に関する法律（平成 12年４月完

全施行） 紙類（紙箱・包装紙） 平成 20 年４月 

ペットボトルキャップ 平成 21 年４月 

プラスチック製容器包装類 令和 ４年４月 

製品プラスチック類 令和 ６年４月 プラスチックに係る資源循環の促進等

に関する法律（令和４年４月施行） 

   

７. プラスチック系ごみ等に関する取組 

取組内容 実施年月 備  考 

製品プラスチック回収実証事業 令和５年７月 

   ～８月 

市内 10ヶ所のリサイクルス

テーションで実施 

実証事業実施地区へのアンケート実施 令和５年 11 月 対象：945 世帯 

ごみ収集カレンダー、広報とめ４月号 

Ｈ＠！ＦＭ、全戸チラシによる周知 

令和６年３月 

   ～５月 

プラスチック系ごみ回収、

ごみ分別等に係る周知 

広報とめ６月号に掲載 令和６年５月 ごみ減量化・再資源化に係

る周知 

出張市役所の実施 令和６年５月～  登米市のごみについて 

開催回数：７回（参加者約

170 名） 

広報とめ 10 月号から「環境事業所だよ

り」連載開始 

令和６年９月～ 環境事業所紹介、プラチッ

ク系ごみ、廃食油回収に係

る周知 
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（所 見） 

資源化協同施設では、一般家庭から回収された資源ごみを 15 種類に分別し、

種類ごとに選別、加工し、再資源化をしており、その選別作業等の視察を行った。 

また、クリーンセンターでは、本市のごみ全体の状況についての調査を実施した。 

本市のプラスチックごみについては、令和６年４月から、これまでの「プラス

チック製容器包装類」に加え、「プラスチック製品類」を資源ごみとして回収し

ており、プラスチックごみの回収量も増加している。 

今回、プラスチックごみの選別状況を確認したところ、他のごみの混入は少な

く、分別が徹底されている状況を確認できたが、プラスチックごみの回収を知ら

ない市民もいまだに多いと思われるため、本取り組みについて、市民に対して、

より分かりやすく周知することが必要であると感じた。 

各家庭でごみの分別に取り組むことにより、ごみの量は半減すると思われる

ため、今後ごみの再資源化に向けては、市民に対してきめ細やかな周知を行うと

ともに、市民の環境意識の向上や行動変容につなげられる仕組みを構築し、可燃

ごみ等の減量化並びに再資源化ごみの回収量の増加を図り、生活環境の向上に

努められたい。 
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②登米市民病院の施設内等の状況について（現地調査） 

（概 要） 

 登米市民病院の施設内等の状況を確認するため、現地調査を実施したもの。 

 

１．沿 革 

昭和 25 年 8 月 宮城県厚生連佐沼病院開院 45 床 

昭和 27 年 4 月 病床数 75 床に増床 

昭和 29 年 3 月 
迫町外 3町組合立伝染病床 20 床併設 

結核病床 20 床新設 

昭和 30 年 11 月 
宮城県厚生連より迫町に委譲 

「公立佐沼病院」と改称 

昭和 42 年 1 月 管理棟及び病棟増改築竣工、病床数を 180 床に増床 

昭和 49 年 3 月 救急告示病院指定 

昭和 50 年 5 月 増改築竣工、病床数を 205 床に増床（南館竣工） 

昭和 54 年 5 月 伝染病床 20 床を廃止 

昭和 60 年 1 月 結核病床 20 床を廃止、一般病床 225 床に増床 

昭和 61 年 3 月 病床数を 245 床に増床 

昭和 61 年 7 月 「公立佐沼総合病院」と改称 

平成 6 年 12 月 本館建築工事竣工 

平成 7年 9月 南館改修工事竣工 

平成 7年 10 月 病床数を 300 床に増床 

平成 9年 3月 災害拠点病院指定 

平成 10 年 10 月 ＭＲI棟竣工 

平成 17 年 4 月 登米市合併により「登米市立佐沼病院」と改称 

平成 22 年 2 月 南館耐震補強工事施工 

平成 23 年 4 月 「登米市立登米市民病院」と改称 

平成 23 年 5 月 
許可病床数 258 床に減床 

南館耐震補強工事竣工 

平成 23 年 6 月 一般病床 30 床を回復期リハビリテーション病棟に改床 

平成 25 年 7 月 救急外来棟・地域医療連携センター竣工 
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平成 26 年 4 月 一般病床 2床を陰圧室に改床 

平成 28 年 8 月 一般病床 29 床を地域包括ケア病棟に改床 

令和元年 12 月 許可病床数を 198 床に減床 

令和 2年 6月 
よねやま診療所で行っていた人工透析機能を移転し、人工

透析内科を設置 

 

２．施設概要 

施 設 名 登米市立登米市民病院 

所 在 地 

〒987-0511 

宮城県登米市迫町佐沼字下田中 25 番地 

TEL&FAX 0220-22-5511（代表） 

開 設 者 登米市長 熊谷 盛廣 

病院事業管理者 登米市病院事業管理者 松本 宏 

院   長 院長 髙橋 雄大 

建 物 構 造 

鉄骨鉄筋コンクリート造 

地下１階地上６階建 

鉄筋コンクリート造６階建 

規   模 

敷地面積 16,992 ㎡ 

建築面積  4,117 ㎡ 

延床面積 17,587 ㎡ 

駐車場台数 306 台 

交通機関情報 

●JR 東北本線 瀬峰駅より車で約 20 分 

●東北自動車道 築館 I.C より車で 30 分 

●三陸縦貫自動車道 登米 I.C より車で 15 分 

●JR 東北新幹線 くりこま高原駅より車で 30 分 

●JR 仙台駅前（旧さくらの仙台店前）乗り場より高速バス

で 95 分 

（登米市役所より徒歩 10 分） 
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３．フロアマップ 

 

本  館          南  館        救急外来棟 

６階 一般病棟（内科） 

   回復期リハビリテーショ

ン病棟 

   

      

５階 
一般病棟（整形外科、

泌尿器科等） 

   陰圧室、化学療法室、腫

瘍内科診察室 

   

      

４階 一般病棟（外科） 

   
人工透析室 

   

      

３階 
一般病棟（ＩＣＵ）、

手術室 

   機能訓練室（リハ）、 

ME 室 

   

      

２階 
外来診察室、臨床検査

室 

   管理者室、医局、看護部

長室等 

   地域医療連携室、 

登米市医師会事務室       

１階 

受付、外来診察室、診

療放射線室、薬局、医

事課 

   有症者外来診察室、健診

室、訪問看護ステーショ

ン、病院事務局 

   

救急外来、処置室 
      

地下 

１階 

調理場、霊安室、薬品

倉庫、病歴保管室、電

子カルテサーバー室、

医療情報管理室、機械

室、洗濯室 

        

       

        

地下 

２階 

ボイラー室、受水槽、

発電機、電気室 

        

      

竣工 平成６年 12 月    昭和 50 年５月   平成 25 年７月 

経過 

年数 
築 30 年０ヵ月    築 49 年 7 ヵ月   築９年５ヵ月 

耐用 

年数 
39 年    39 年   39 年 
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４．診療機能 

診 療 科 

（16 科） 

内科 消化器内科 小児科 外科 乳腺外科 整形外科 

皮膚科 眼科 泌尿器科 産婦人科 耳鼻咽喉科 放射

線科 リハビリテーション科 麻酔科 人工透析内科 

稼働病床数 

一般病床 168 床 

回復期リハビリ病床 30 床 

（開設許可病床数 198 床） 

看 護 体 制 一般病棟 10 対１看護 

外来診療日 
月曜日～金曜日（祝祭日、年末年始 12 月 29 日～1月 3日

は除く） 

主な指定・告示等 

保健医療機関、労災保険指定医療機関 

生活保護法指定医療機関 

指定自立支援医療機関（精神通院医療） 

指定自立支援医療機関（更生医療）、結核指定医療機関 

被爆者一般疾患医療機関、救急告示病院、災害拠点病院 

臨床研修指定病院、肝疾患に関する専門医療機関 

学会認定等 

日本内科学会認定医制度教育関連病院 

日本外科学会外科専門医制度修練施設 

日本整形外科学会専門医研修施設 

マンモグラフィ（乳房エックス線写真）検診認定施設 

日本病院総合診療医学会認定施設 

一般社団法人日本病院会病院総合医育成プログラム認定 

地域総合診療専門研修プログラム認定施設 

連携認定施設 
東北大学病院地域医療連携施設 

宮城県こども病院地域医療連携登録医療機関 

主な医療機器 ＭＲＩシステム、ＣＴ装置、乳房Ｘ線システム 
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５．職員数（R6.4.1 現在） 

常勤医師数 正職員 再任用 会計年度 合計 

医師 20   6 26 

薬剤部門 13     13 

検査部門 11     11 

放射線部門 10 1   11 

リハビリ部門 31     31 

栄養部門 3   1 4 

臨床工学部門 3     3 

その他専門職 4     4 

看護部門 157   24 181 

事務部門 20 1 4 25 

労務部門     36 36 

合  計 272 2 71 345 

６．医師数の推移 

常勤医師数 R6 R5 R4 R3 R2 R1 H30 H29 H28 H27 

 内科 8 8 9 9 7 8 6 7 8 8 

 外科 5 5 5 4 3 3 4 4 3 3 

 整形外科 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 

 小児科 1 1 1 2 3 1 1 1 1 2 

 皮膚科 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

 泌尿器科 2 2 1 1     1 1 1 1 

 放射線科         1 1 1 1 1 1 

 リハビリテーション科         1 1 1 1   1 

合   計 20 20 20 20 19 18 18 19 18 20 

 研修医数（参考） 6 3                 
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７．患者数の推移 

 H27 H28 H29 H30 R1 

入院患者数 58,110  57,527  55,613  56,703  59,697  

 内 新入院患者数 2,857  2,618  2,551  2,585  2,779  

 急性期病棟 51,258  42,750  43,101  43,328  47,948  

  内 新入院患者数 2,856  2,539  2,319  2,393  2,643  

 地域包括ケア病棟 0  7,047  5,400  6,288  3,656  

  内 新入院患者数 0  79  232  192  136  

 回復期リハビリ病棟 6,852  7,730  7,112  7,087  8,093  

  内 新入院患者数 1  0  0  0  0  

外来患者数 102,669  97,218  92,552  92,227  84,012  

 

 R2 R3 R4 R5 R6 見込 

入院患者数 56,417  56,055  53,878  55,097  58,560  

 内 新入院患者数 2,932  2,977  2,770  2,999  3,097  

 急性期病棟 46,642  49,431  46,820  48,923  50,342  

  内 新入院患者数 2,784  2,768  2,499  2,939  3,096  

 地域包括ケア病棟 3,739  4,905  4,281  0  0  

  内 新入院患者数 102  75  103  0  0  

 回復期リハビリ病棟 6,036  1,719  2,777  6,174  8,218  

  内 新入院患者数 46  134  168  60  1  

外来患者数 83,453  90,756  89,016  89,078  90,861  
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（所 見） 

登米市民病院は、現在、本館、南館、救急外来棟の３棟で患者に対する治療等

を行っている。この３棟はいずれも耐用年数が 39 年とされているが、平成 25 年

７月に竣工した救急外来棟は経過年数が９年５ヵ月で、耐用年数はまだ 20 年ほ

どある。また、本館は平成６年 12 月の竣工で経過年数が 30 年、南館は昭和 50

年５月の竣工で経過年数は既に 49 年７ヵ月となっており、特に南館は耐用年数

を 10 年以上上回っている。そのため、耐震補強工事を行ったものの不安が払拭

できない状況となっている。 

 本館は当病院の心臓部とも言うべき建物であるが、以下のような様々な問題

点がある。 

（1）地下１階と２階には、機械室、ボイラー室等のライフラインが集中しす

ぎているため、大規模水害、大規模地震が発生した場合、機能停止する恐れ

がある。 

（2）本館と南館の連絡通路に高低差があるため、人的移動、物資の搬送に支

障をきたしている。 

（3）当初、産婦人科病棟だったスペースには、女子トイレしかないため、男

性は汚物室隣のスタッフ用トイレを使用しており、また、一部トイレは和式

トイレのままである。 

（4）建物が狭いため、外来スペースが不足し、糖尿病外来が別室を利用し、

腫瘍内科の診察は南館５階で行っている。 

特に（1）の問題は、部分的な修繕工事では対処できない問題である。 

当病院は長年にわたり、県北地域の中核病院として地域住民の生命と健康を

守り、住民が安心して暮らせるよう地域に密着した医療を提供しているが、今後

も病院機能の一層の充実化を望むとともに、当病院の新築も含め検討すべきで

ある。 


